	かいごのWa!なか　在宅看護部会

	実施
	H29.4.12（水）18：00～20：00　麦田地域ケアプラザ


	参加者
	きらり訪問看護ST　若尾　司会
アイビー訪問看護ST　金井　書記
たんぽぽ訪問看護ST 瀧田
本牧訪問看護ST　及川
中区医療センター訪問看護ＳＴ　古泉
愛を繋ぐ訪問看護リハＳＴ　　関
	銀杏の大樹訪問看護ＳＴ　遠藤
ポーラのクリニック　宮沢

みなと赤十字病院相談室　渡邉　服部
ｼｮｳｴｲ訪問看護ＳＴ　高野　
中区　高齢・障害支援課　障害者支援担当
菊口　馬郡　


	１　自己紹介
２　中区事例検討　障害児者　困難事例の対応について・・・菊口　馬郡
【事例１：在宅重症心身障害者への災害対策シート作成・活用について】
中区　かいごのＷa！なか　在宅看護部会で作成した災害対策シートを活用したい。
　⇒提供する。災害に限らず、日頃から地域の支援体制を構築しておく必要がある。それらを障害児者の介護者へ理解して頂けるように働きかけることが重要。
【事例２：訪問看護情報提供書への項目追加について】
災害時にライフラインが断たれた場合を考え、医療依存度の高い在宅療養リスト化し、災害時の備えにしている。そのため、「医療処置・電気機器の状況」と日常生活活動の状況に「意思疎通」の項目を追加したい。医療保険対象に使用している訪問看護情報提供書の書式変更を検討したい。
　⇒訪問看護師は区を跨いで活動しているので、中区の書式を変更しただけでは根本的な解決にはならない。各区の状況を確認していく。訪問看護情報提供書は料金が発生するため、同意して頂く利用者は少ないが、記入する場合は、特記事項に医療処置や意思疎通の情報を記載する。
３．報告
＜横浜市立みなと赤十字病院＞
・４月より院長、看護部長が交代し、新体制となった。
・病院長との面談の中で、かいごのＷａ！なか　在宅看護部会の活動を病院のＨＰで閲覧できるようにしてはどうかと提案があった。
⇒承認
＜在宅医療相談室＞
・平成29年度の予定
5月10日（水）　区レベル地域ケア会議　
６月７日（水）Ｈｏｗ　to往診医と題する勉強会を開催予定　石川医師と金子医師が担当。
７月５日（水）事例検討会開催予定。薬剤師が中心となり、多剤服用や病院との関係について
＜新規事業者＞
えがお訪問看護リハビリステーション　24時間対応・設置主体：株式会社エイジレス・5月開設

＜連絡協議会＞
4月21日（金）15時から不老町ケアプラザにて会議　今年度の担当は、瀧田さんが代表、
及川さんと関さんが副担当。
＜5月研修「ピラティス」について＞
アンケート作成・名簿作成・ＦＡＸでの参加者について確認。当日は、受付2名（関さん・及川さん）準備は18時から開始する。
４．活動計画
・平成29年度名簿作成後（ハンズ事業所閉鎖）メール配信を行う。
・看護サマリーは、横浜市ステーション連絡協議会で検討。
・6月14日の会の検討内容は、研修の評価・報告。
・10月11日研修「湯還」は、ケアサービスの野口所長に依頼。担当は、関さんが調整予定。
　　
　次回　５月　1０日　水曜日　１８時から２０時３０分（準備時間を含める）
　麦田地域ケアプラザ


